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連合総研では、2010 年に「国の政策の企画・立案・決定に関する研究委員会」（主査：伊

藤光利・関西大学教授）を設置した。自民党政権と民主党を中心とする政権とを比較して、

政策理念や政策形成プロセスがどのように変化しているのかということを明らかにするた

めに、政策内容と政策決定プロセスの両面から研究を進めている。 

 これまでの研究成果の中間報告の場として、本研究委員会委員の宮本太郎・北海道大学

教授が研究代表者を務める日本学術振興会科学研究費基盤研究（Ａ）「日本型福祉・雇用レ

ジームの転換をめぐる集団政治分析」との共催により、2012 年 8 月 31 日、お茶の水・連

合会館にてワークショップ「政策決定プロセスを検証する～政権交代から 3 年」を開催し

た。本ブックレットはその記録集であり、報告・コメントおよび討論を掲載している。 
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